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 当研究では、インターネットを通じて 2012 年 10 月 22〜24 日の期間で対象者をリ





Concerns Assessment Tool (CCAT)、QOL は European Organization for Research 










1009 人のがん患者がリクルートされ、うち 807 人から回答が得られた（反応率 






























   
 









【方法】インターネットを通じて対象者をリクルートし、2012 年 10 月 22〜24 日の 3日間で調
査を行った。適格基準は、①20 歳以上、②がんと診断され治療中の者、③過去 1 年以内にがん
治療で病院に通院した者とした。なお、65 歳以上を高齢者と定義した。対象者は主観的な問題
の頻度・程度、QOL、社会背景・医療情報について、インターネット上で自記式質問票に回答
した。問題の頻度と程度は Comprehensive Concerns Assessment Tool (CCAT)で、QOL は
European Organization for Research and Treatment of Cancer Quality of Life 




【結果】対象者 1009 人のうち有効回答は 807 人から得られた（80.0％）。高齢者がん患者は
243 人（30.1%）、平均年齢 71.3（± 4.7）歳であった。高齢がん患者においては、精神症
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